
（別紙３）

～ 令和6年　11月　1日

（対象者数） 9人 （回答者数） 9人

～ 令和6年　10月　28日

（対象者数） 7人 （回答者数） 7人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
子どもの状況を職員間でしっかり共有し、必要な療育を考え

ていく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
より手順を分かりやすく整備して、あらゆる状況を想定した

訓練が必要だと考えている。

2

3

○事業所名 児童発達支援　こばと園

○保護者評価実施期間
令和6年　10月　15日

○保護者評価有効回答数

令和6年　10月　24日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和6年　11月　13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事故対応、災害対応等の緊急時の対応マニュアルを作成し、訓

練もおこなっているが、実際の緊急事態が起こった際によりス

ムーズに対応できるよう、さらに周知と訓練を行っていくこと

が必要だと考えている。

マニュアルは必要な情報を載せてはいるが、実際に対応する際

に、その通りにはいかない可能性がある。

医療ケアの必要な児童については、入園時に医師からの指示書

を提出していただき、変更が生じた際には都度情報更新をおこ

なうなど、児童一人ひとりに合わせた支援をしている。

1日の中でも変化する児童の様子・状態を確認しながら、その

時に合わせた適切な支援をおこなっています。

また支援内容は児童発達支援管理責任者と相談して支援してい

ます。

事業所における自己評価総括表公表


